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1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 7,039 19.7 73 △60.7 61 △70.8 45 △76.0
27年3月期第3四半期 5,879 4.4 186 △48.4 211 △42.7 188 △43.0

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 8百万円 （△95.9％） 27年3月期第3四半期 203百万円 （△47.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円銭 円銭

28年3月期第3四半期 2.48 ―
27年3月期第3四半期 10.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 8,508 2,427 28.5
27年3月期 6,761 2,529 37.4
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 2,426百万円 27年3月期 2,528百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
28年3月期 ― 3.00 ―
28年3月期（予想） 3.00 6.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,500 9.0 540 50.6 540 41.1 400 10.0 21.90



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
(注) 詳細は３ページ ２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
なお、上記予想の前提条件等に関する事項につきましては、２ページ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」 をご覧ください。

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 18,622,544 株 27年3月期 18,622,544 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 364,436 株 27年3月期 360,310 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 18,259,352 株 27年3月期3Q 18,266,832 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や原油安の状況が継続したこと等から、企業収益や雇

用・所得環境の改善が続き、景気は緩やかな上昇基調で推移いたしました。一方、アメリカの金利引上げ、中国経

済の減速懸念、地政学的リスク等から世界経済変動による景気の先行不透明感が出てまいりました。 

 当社グループにおきましては、東日本大震災の復興事業における被災３県の海岸堤防、防潮堤工事に提供する製

品の出荷が伸長し、売上高は増加いたしましたが、前年度補正予算で当期に執行される公共工事は前年同四半期比

で減少し、型枠貸与事業の売上高は減少いたしました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、7,039百万円（前年同四半期比1,159百万円増）

となりましたが、利益率の高い型枠貸与事業の売上高の減少と、資材・製品販売事業の原価が増加したこと、さら

に販売費及び一般管理費が増加したことから、営業利益は73百万円（前年同四半期比113百万円減）、経常利益は

61百万円（前年同四半期比149百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は45百万円（前年同四半期比143百

万円減）となり、増収減益となりました。 

 事業別の売上高は、型枠貸与事業が1,076百万円（前年同四半期比305百万円減）、資材・製品販売事業が5,963

百万円（前年同四半期比1,465百万円増）となりました。 

 収益面では、型枠貸与事業の営業利益が2百万円（前年同四半期比112百万円減）、資材・製品販売事業の営業利

益が70百万円（前年同四半期比0百万円減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況 

①資産 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は8,508百万円となり、前連結会計年度末比1,746百万円の増加とな

りました。 

 その主な要因は、商品及び製品の増加802百万円、受取手形及び売掛金の増加670百万円及び現金及び預金の増加

240百万円によるものであります。 

②負債 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は6,080百万円となり、前連結会計年度末比1,848百万円の増加となり

ました。 

 その主な要因は、支払手形及び買掛金の増加1,470百万円及び借入金の増加等447百万円によるものであります。 

③純資産 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は2,427百万円となり、前連結会計年度末比102百万円の減少となり

ました。 

 その主な要因は、剰余金の配当等による利益剰余金の減少64百万円及びその他有価証券評価差額金の減少37百万

円等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績につきましては、平成27年５月14日に公表いたしました業績予想と変更はございません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離

等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結

累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)および

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

- 3 -

日建工学株式会社(9767)平成28年度３月期　第３四半期決算短信

3



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 668,208 908,540 

受取手形及び売掛金 3,730,963 4,401,620 

商品及び製品 1,050,176 1,852,789 

原材料及び貯蔵品 8,994 5,189 

繰延税金資産 26,000 26,000 

その他 114,510 238,476 

貸倒引当金 △8,793 △8,486 

流動資産合計 5,590,061 7,424,128 

固定資産    

有形固定資産    

リース資産（純額） 534,422 510,771 

その他（純額） 171,869 160,022 

有形固定資産合計 706,291 670,794 

無形固定資産 15,325 19,077 

投資その他の資産    

投資有価証券 273,400 212,899 

長期貸付金 76,500 76,500 

その他 319,716 323,646 

貸倒引当金 △219,864 △218,756 

投資その他の資産合計 449,751 394,289 

固定資産合計 1,171,369 1,084,161 

資産合計 6,761,430 8,508,289 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,928,000 4,398,634 

短期借入金 55,000 535,000 

1年内返済予定の長期借入金 103,336 120,304 

未払金 117,744 127,883 

リース債務 196,789 262,892 

未払法人税等 23,430 18,990 

その他 139,948 96,634 

流動負債合計 3,564,248 5,560,339 

固定負債    

長期借入金 206,386 157,092 

リース債務 364,201 271,876 

繰延税金負債 7,440 1,843 

退職給付に係る負債 67,884 67,948 

その他 21,436 21,436 

固定負債合計 667,349 520,197 

負債合計 4,231,598 6,080,536 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,004,427 1,004,427 

資本剰余金 541,702 541,702 

利益剰余金 938,594 874,241 

自己株式 △61,854 △62,664 

株主資本合計 2,422,868 2,357,707 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 105,446 68,394 

その他の包括利益累計額合計 105,446 68,394 

非支配株主持分 1,517 1,651 

純資産合計 2,529,832 2,427,752 

負債純資産合計 6,761,430 8,508,289 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 5,879,925 7,039,697 

売上原価 4,654,483 5,856,178 

売上総利益 1,225,441 1,183,519 

販売費及び一般管理費 1,039,267 1,110,418 

営業利益 186,174 73,101 

営業外収益    

受取利息 783 319 

受取配当金 5,273 5,966 

たな卸資産処分益 12,838 581 

貸倒引当金戻入額 － 397 

為替差益 14,592 － 

その他 1,156 2,849 

営業外収益合計 34,645 10,114 

営業外費用    

支払利息 9,167 12,483 

支払手数料 － 6,268 

為替差損 － 440 

その他 425 2,357 

営業外費用合計 9,592 21,549 

経常利益 211,227 61,665 

特別利益    

固定資産売却益 － 790 

投資有価証券売却益 － 17,615 

特別利益合計 － 18,405 

税金等調整前四半期純利益 211,227 80,071 

法人税等 22,367 34,729 

四半期純利益 188,859 45,341 

非支配株主に帰属する四半期純利益 566 133 

親会社株主に帰属する四半期純利益 188,293 45,207 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 188,859 45,341 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 14,455 △37,052 

その他の包括利益合計 14,455 △37,052 

四半期包括利益 203,314 8,289 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 202,748 8,155 

非支配株主に係る四半期包括利益 566 133 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  型枠貸与事業 

資材・製品販売
事業 

売上高      

外部顧客への売上高 1,381,973 4,497,952 5,879,925 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

－ － － 

計 1,381,973 4,497,952 5,879,925 

セグメント利益 114,442 71,731 186,174 

 
２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

 （差異調整に関する事項）                 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 186,174

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 186,174

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
  型枠貸与事業 

資材・製品販売
事業 

売上高      

外部顧客への売上高 1,076,343 5,963,354 7,039,697 

セグメント間の内部売上高又は振
替高 

－ － － 

計 1,076,343 5,963,354 7,039,697 

セグメント利益 2,344 70,756 73,101 

 
２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

 （差異調整に関する事項）                 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 73,101

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 73,101

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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